
第3学 年 道 徳学習指導案

日 時

対 象

授業者

平成 16年 11月 10日 (水)、5校 時

3年 7組 (男子 19名 、女子 16名 、計35名 )

箱石 順 一郎

主 題   人 生を切り開く 内 容項目1-(4)理 想の実現

(理想の実現のために努力する意欲を培 う。)

資 料  道 はいつもひらかれている

(出典 :道徳副読本 「自分をのばす3年 」暁教育図書より抜粋)

主題について

(1)価 値について

項目1-(4)の 内容は、「真理を愛し、真実を求め、理想の実現を目指して自己の人生を

切り開いていくようにする。Jこ とをねらいとしている。

人間である限り、自らの生涯をかけるに足る、悔いのない人生を願 うのは当然である。特

に中学生においては、人間として、自らが納得できる普遍的な生き方を求めて行こうとする

気持ちが高まる時期でもある。

しかしながら、生徒は現実の様々な問題に直面し、安易な妥協や控折から、人生のむなし

さを感じてしまう様子も見られる。

無気力、無目的と言われる現在の生徒に、自らの人生に焦点を当て、改めて自分を深く見

、つめ直し、人間としての誇りの持てる創造的な人生を切り開いていこうとする意欲を培うこ

とは重要な課題である。

一人一人の生徒が自ら納得できる真理や真実を求め、自己の生き方を探求し、自分の人生

をかけて実現すべき価値を見つけていく意欲の育成を目指し、本主題を設定した。

(2)価 値にかかわる生徒の実態

中学校の時期は、心身ともに大きく成長する時期であり、バランスが崩れいろいろなこと

を考えたり悩んだりすることが増える時期でもある。さらに、理想 と現実との矛盾に気づい

としてのあり方や生き方を模索しはじめる時期において、この資料の持つ問いかけは、生徒

自身が自分のこととして、今までの自分の生き方に照らして、自らの姿を深く見つめるとと

もに、自分?八年を自ら切り蘭こうとする意欲を培つてくれるであろうと考えた。  i

この時期の3年生は進路決定の時期が迫 り、自分の進路の目的や 目標の実現に向けて焦り

悩み、家庭での重圧等の環境におかれている。 3年 7組 も決して例外ではない。勉強が手に

つかなかつたり、受験に疑間や矛盾を抱いたり、目標をあきらめかけたり、送つたりしてい

るこの時期において、この資料の持つ問いかけをもとをご、自分の進路の目的や目標の実現に

向けて、受験を前向きに受け止め乗り越えようとする意欲を培いたいと考えた。
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(3)1資料について

本資料は、「道は、すべての人の前にひらかれている」 という言葉に続いて、「人間とは何

/JH、人生をどう生きたらよいか」という問題 を、生徒が具体的な生活場面で出会 う様々な人

生の課題 と結びつけて問いかける。資料全体を通 して、人間の生き方に関する真理や真実と

は、いつたいどのようなものかといつた問いかけがなされている。

資料を単なる教計|として提えるのではなく、生徒の 日頃の具体的な場面での行動や態度と

結びつけ、一人一人の生徒が自分の人生を、 自信を持つて力強く生きていこうとす る意欲が

培われるように取り扱っていきたい。そして、人生を力強く誠実に、,自分の真実の中に生き

ていこうとする人すべてに、真のいきがいと喜びのある人生がひらかれていることを実感 と

して理解 させていきたいさ

生徒一人一人が今までの自分めと き方に照 らして、 自らの姿を深 く見わめるとともに、自

分の人生を自ら切 り開こうとする意欲を培えることができるよう、次の3点 に配慮 して取 り

扱つていきたい。

・生徒が白常の具体的な場面で出会ぅ様々な問題と結びつけて取り扱 う。

,あ くまでも生き方の指導であってく説諭的な生徒指導にならないように取り扱 う。

・ちらあヽらた経験等を安易に語らせないように取り扱 うと

なおこの資料は、
!範例的な資料として活用することにした。

4 指 導の構想

事前に資料を読ませて、「自分が最も共感 した文や気になった文とその感想」、「自分の人生で困

難にぶつかつた経験やそれを乗 り越えるためにどのようなことを考えたか」、「勇気づけられた歌や

本の一文」の3点 について書かせt生 徒一人一人の考えを把握 しておく。

導入では、「10年 後の自分は、 どんな大人になつているだろ う。あるいは、どんな大人になり

たいか。」と問いかけ、「年表」と 「心情曲線」を掲示する。そ して、本時の課題を 「これからの生

き方を考えよう。～生きていく上で、大切なことは何か～」と設定し、授業の方向性を示す。

展開の前半では、範読後に、「共感 した部分の集計結果の発表」を行い学級の傾向を確認する。

と同時に、選んだ文の感想を生徒に発表させることで、他者の多様な考えを知る場面としたい。

展開の後半では、「道は、すべての人の前にひらかれている」 という言葉に続いて 「人生をどう

生きたらよいか」という問いかけを 「困難な場面をどう乗り越えたら良いか」という問いかけに置

き換え、生徒が具体的な生活場面で出会 う様々な課題と結びつけて考えさせてみたいと思い、困難

な場面や共通体験のあった文化祭合唱コンクールを取り上げることにした。そこで、この文化祭合

唱コンクールに関する 「′い情出潔」を提示 し、「学級の大変な時期を乗 り越えてきたことから、学

べることは何か。」と問いかけることにした。ここ
・
に時間をかけて、そのときの体験と心情をじっ

くりと振 り返ることで、自らの姿を見つめさせたいると同時に、このことを発表 し合 うことで、さ

らに他の人を理解 し合 うことができればと考えた。その上で、これから生きていく上でどんな考え

方が大切だと思 うかをテーマに、自分でこの文の続きを作らせたい。

終六では、「自作の文」を、何人かに発表させる。なお、時間があれば、「自分の人生で困難にぶ

つかつた経験やそれを乗 り越えるためにどのようなことを考えたか」を発表できる生徒がいれば発

表させたい。
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5 本 時の指導

(1)ね らい

今までの自分の生き方に照らして自らの姿を深く見つめるとともに、自分の人生を

自ら切り開こうとする意欲を培う。              f

(2)展 開の大要

(3)評 価

・ 自分の生き方に照らして自らの姿を深く見つめ、自分の人生を自ら切 り開こうと

する考えを自分の言葉で表現できたか。
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段階 教師の働きかけ 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導入

(7分 )

1 「 10年 後の自分は、ど

んな大人になっているだろ

う、どんな大人になりたい

か」を発表させる。

心情曲線を提示する。
2 本 時の課題を設定する。

・偉い人
・金持ち
・働いている
・イチローや松井のような人

1 投 げかけ程度で、
発言し出す生徒がいれ
ば取り上げる。

第像させる程犀
2‐ 「考え方」

「
に絞っ

てすすめていくことを

告げる。
これからの自分の人
_ 井 単 ィ 1 、ノ L ネ

生の生き方を考えよう。
キ 姉 払 レ L P ―■席 ネ ー 、

展開前半

(13分)

展開後半

(15分)

(10分)

二 C ヽ V ヽ 」と ヽ、 /ヽ ル ′ふ ヒ “ は ,"J ヽ ン ″

3 学 級の傾向を確認

する。   1

他者の多様な感 じ方

や考えを知る場面とし

たい。

疑間視 している生徒

がいれば、発表を促 し

たい。

4 各 自の作文を想起

させ、取り組み過程の

体験や心情を振 り返る

ことで、自らの姿を見
つめさせたい。

5 で きるだけ時間を

取つて考えさせたい。

3 資 料を範読し、自分が最

も共感をした文や気になった

文の集計結果を発表する。

その感想を、生徒に発表 さ

せる。

4 文 化祭合唱コンクールに

関する『心情出繰』を提示 Lャ、
「困難な場面を乗 り越えてき

たことから学べること (考え

方)は 何か」「それを乗 り越

えるために、あなたはどのよ

うなことを考えましたか」と

問いかけ、発表をさせる。

これから生きていく上

どんな考え方が大切だとで、

◎納得
。この文の通 りだと思 う
と良いことが書いてある!

◎共鳴
。自分に足りないものだ
・やる気になるから
・結構ためになるから

◎疑問視
,そんなにうまくいかない
。道は開いているのかなあ

◎集団から学べる事
・団結 し、協力し合うこと
。まとまること
・力を出し合 うこと

◎自分自身から学べる事

,二人一人のやる気が大事
・気合いだ～

◎もとにした考え方
・気持ちの持ち方次第

思 つか。それをもとに、 自分

でこの文の続きを作 らせ る。

・明 つ く生 ぎR い くこ と ,

9意欲を持って取り組むこと
。あきらめないこと

日クか男丸つりうれ

た歌や本があれば、参

考にさせたい。

終末

( 5 分)

6 「 自作の文」を発表させ

る。        ″

なお、時間があれば生徒の

経験談を発表できる生徒がい

れば発表させたい。

6 他 者の多様な考え

や表現の仕方を知る場

面としたい。

経験談では、無理な

発言は求めない。
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「道はいつもひらかれている」

―

ド
ｏ
卜
‥―

(文)つ かみ 当てるそ

の鍵は、
・
自分の心の姿

勢のなかにだけ しかな

い。

(感想)な んか心に残

った。

(文)十 度やづてみよ

つっ

(感想)他 の人と比べ、

自分ができないことが

あつた ら、他人よりも

「努力」すればいいん

だなあと思つた。

(文)や りとげるまで

は、けつしてあきらめ

ないこと。
'(感想)こ れからはそ

うしていきたい。

(文)し なければなら

ないことこそを、まず

行 う人になりたいもの

である。

(感想)自 分もしたい

事だけして しなければ

ならないことはやろう

としないので、この文

のとおり、まず、行 う

人になろうと思つた。

(文)道 は、平坦では

ないのである。

(感想)人 生はつ らい

ことや楽 しいことがな

くて はつ ま らな い か

ら。

(文)十 度や つてみ よ

つ。

(感想)毎 回一度でき

ない とあきらめて嫌に

なっていたけ ど、何度

で もあきらめないで進

んでいくと、最後には

道は開けるんだ と思つ

た。

(文)た えず、知ろう、

まなぼ う、考えようと

す る意欲 をもたなけれ

ば

(感想)そ の通 りだな

あと思った。

(文)自 分にとつての

いちばんや さしい道 し

か、あるこうとしない

人もいる。

(感想)人 はやさしい

道 しか進まないのは、

本当だなあと思つた。

(文)自 分にとつての

いちばんや さしい道 し

か、あるこうとしない

人もいる。

(感想)自 分はや さし

い道を歩んでいるので

はないか。

(丈)た えず、知ろう、

まなぽ う、考えようと

する意欲をもたなけれ

ば

(感想)大 切な事だと

思う。

( 文) や りとげるまで

はけっしてあきらめな

いヽこと。

(感想)な んかチャレ

ンシジーっぼ くって良

かつた。頑張ろうとい

う気になった。

( 文)十 度 や つてみ よ

つ。

(感想 )で きない事 で

も、す ぐあき らめずに、

根気 よ くや ってみ よ う

と い う気 持 ち に な れ

る。

(文)個 性のない人生

は、真実の人生ではな

い。

(感想)そ の通 りだ と

思った。

(文)や りとげるまで

は、けつしてあきらめ

なし1■1と。

(感想)そ の通 りだな

あと思つた。

(文)閉 ざされている

と思 う人の前には道は

開ざされている。

(感想)道 はいつも開

かれていてあきらめな

けれ ば進 め る と感 じ

た。

(文)つ かみ当てるそ

の鍵は、自分の心の姿

勢のなかにだけしかな
い。

(感想)道 はいつでも

ひらかれているが、そ

の道は自分の意識は自

分の意識次第でどうに

かなる。

(文)や りとげるまで

は、けつ してあきらめ

ないこと。

(感想)僕 もそ う思う。

(文)

(感想)



(文)道 はすべての人

の 前 に ひ らかれ て い

る。

(感想)す ば らしい言

葉だ と思つた。 良い道

をすすんでいく。

(文)や りどげるまで

は、けっしてあきらめ

ないこと。

(感想)今 は受験生な

ので、上の一部は自分

に一番必要なことだと

思 うので、や りとげる

までは、けっしてあき

らめないで頑張 りたい

と思つた。

(文)全 部の文

(感想)自 分に とつて

あた りまえの事 しか書

いていないので、特別

な感情は持たない。

―

ド
ｏ
い
―

(文)環

は、けて

ないこと

(感想)

気持 ち|

う。

(文)式

は、けて

ないこと

(感想)

げる前い

しまうこ

と思つた

(文)ギ

ないかた

く感想)

がない。

: りとげるまで
,してあきらめ

あきらめない

! ば大切だと思

(文)ギ リとモデるまで

は、けつしてあきらめ

ないこと。

(感想)や りとげると
いう気持ちがないと必

ずどんな事も乗 り越え

ていけないような気が

する。

(文)や る気があるか

ないかだけであると

(感想)納 得するよう

なことが一杯書いてあ
った。

(文)閉 ざされている

と思 う人の前には道は

閉ざされている。

(感想)こ の文は、本

当だと思つた。

(文)閉 ざ され て い る

と思 う人の前 には道 は

閉ざされている。

(感想 )な るほ どなあ

と思つた。

)り,とげるまで

,してあきらめ

何かをや り遂

:、あきらめて

1とが多いなあ

(文)や りとげるまで

は、けっしてあきらめ

ないこと。

(感想)あ きらめない

で、やりとげることで、

人生を味わう事ができ

るのだと思う。

(文)十 度や つてみ よ

つ。

(感想)人 にtまで きて

も自分にはできない事

は一杯あつて悩んだ り

す るけど、あきらめな

いで何度でもやつてで

きるようになればいい

んだと思つた。

(文)‐閉ざされている

と思 う人の前には道は

開ざされている。

(感想)い つも自分自

身そ う考えて きたか

ら。

(文〉道は、平坦では

ないのである。

(感想)道 は平坦では

ないが、人生とい う道

は味わい深V こヽと。

'る気があるか

けである。

私にはやる気

(文)や りとげるまで

は、けつしてあきらめ

ないこと。

(感想)あ きらめない

ことが一番大切だと思

ったから。

(文)や りとげるまで

は、けっしてあきらめ

ないこと。

(感想)何 をするにも、

けつしてあきらめない

とい気持 ちを持つ こと

で何事 も前向きに向か

つていくことができる

と思う。

(文)開 ざされてい
｀
る

と思 う人の前には道は

開ざされている。

(感想)自 分もそ うい

う考えを していたか

ら。



重
は
い
つ
も
い
ら
い
れ
て
い
る

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

そ
の
人
に
、

や
る
気
が
あ
る
か
な
い
か
だ
け
で
あ
る
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

道
が
と
ざ
さ
れ
て
い
る
と
思
う
人
の
前
に
は
道
は

と
ざ
さ
れ
て
い
る
，
自
分
は
だ
め
だ
と
思
う
人
は
だ
め
に
な

っ

て
い
く
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

生
き
が
い
と
し
あ
わ
せ
と
を
、

つ
か
み
あ
て
る
ぞ

の
鍵
は
、

自
分
の
心
の
姿
勢
の
な
か
に
だ
け
し
か
な
い

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

個
性
の
な
い
人
生
は
、

真
実
の
人
生
で
は
な
い
。

た
と
え
す
ぐ
れ
た
人
の
ま
ね
を
し
て
も
、

ま
ね
を
す
る
こ
と
で

つ
か
み
あ
て
ら
れ
る

「自
分
の
人
生
」
と
い
う
も
の
は
、

こ
の

世
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

道
ば
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
一か
し
、

本
生
を
暗
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
に
は
、

明
る
い

人
生
さ
ば
く…
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。

人
生
を
明
る
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
だ
け
が
、

暗
い
人
生
さ

え
も
、

明
る
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

自
分
か
ら
あ
き
ら
め
し
ま
う
こ
と
は
、

も
は

や
生
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
人
の
前
で
は
道
も
と
ざ

さ
れ
る
。

道
は
，

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

人
が

一
度
で
や
り
と
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、

自

分
に
は
、　

一
度
で
や
り
と
げ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

一
度
で
や
り
と
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

十
度
や

っ
て
み

よ
う
。

十
度
や

っ
て
も
や
り
と
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

百

度
や
っ
て
み
よ
う
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

や
ぃ
と
げ
る
ま
で
は
、

け

っ
し
て
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
。

そ
し
て
そ
の
や
り
と
げ
よ
う
と
す
る
心
を
け

つ
し
て
失
わ
な
い
こ
と
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

た
え
ず
、

知
ろ
う
、

ま
な
ぼ
う
、

考
え
よ
う
、

と
す
る
意
欲
を
も
た
な
け
れ
ば
、

人
は
そ
の
自
分
の
人
生

の
道
を
ヽ
あ
る
き
す
す
む
力
を
失
う
で
あ
ろ
う
。

知
り
、

ま
な
び
、

考
え
て
い
く
こ
と
が
、

自
分
の
人
生
の
道
を
あ

る
い
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

人
に
よ

っ
て
は
、

自
分
に
と

つ
て
の
い
ち
ば

ん
や
さ
し
い
道
し
か
、

あ
る
こ
う
と
し
な
い
人
も
い
る
。

だ
が
人
に
よ
っ
て
は
、

自
分
を
そ
だ
て
つ
づ
け
て
い
く
た

め
に
、

い
ち
ば
ん
む
ず
か
し
い
道
の
ほ
う
を
、

い
つ
し
よ

う
け
ん
め
い
に
あ
ゆ
み
つ
づ
け
て
い
る
人
も
い
る
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
ぃ

し
か
し
、
し
た
い
こ
と
だ
け
し
て
、
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、

な
か
な
か
や
ろ
う
と
し
な
い
人
も
い
る
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
こ
そ
を
、

ま
ず
行
う
人
に
な

り
た
い
も
の
で
あ
る
。

道
は
、

す
べ
て
の
人
の
前
に
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
人
生
は
ま
た
そ
の
別
の

一
方
で
は
、

人

に
そ
の
道
を
見
失
わ
せ
る
ほ
ど
の
誘
惑
と
失
望
と
の
く
り

返
し
に
も
、

み
ち
み
ち
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

道
は
、

平
坦
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、

人
生
と
い
う
道
の
あ
じ
わ
い
は
深
い
の
で
あ
る
。

よ

る

や

つ

４

ｋ

け

七
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拠
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き
が
い
の
探
求
―
青
春
の
言

よ

り

一-196-一


